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廊下

書庫機械室 選管倉庫

小会議 102

数沢川

待合スペース ＋ 多目的ロビー

中舞台
（中庭）

表舞台

表舞台

風除室

風除室 中会議室

市長前室

書庫 小会議

機械室

委員会室２ 会議室１

記者クラブ室

雨水貯留槽

地盤改良

井水貯留槽

廊下廊下

議場ロビー

縁側
回廊

小会議室縁側
回廊

縁側
回廊

縁側
回廊廊下

廊下

相談室子供発達
相談センター倉庫

廊下 秘書課廊下

廊下 相談室 総務部 市民課

廊下

財政部

機械室

機械室

仮

「ひたちマウンド」「 ひたちクラウド」
・シンプルな構成の行政執務エリアとひな壇状の市民活動エリアがかたちづくる＜ひたちマウンド＞

・ものづくりの象徴「タービンの羽根」をイメージしたツイストルーバーを纏った議会フロア＜ひたちクラウド＞

・市民活動の舞台となる、日立風流物の「表山」「裏山」に倣ったひな壇状の外周部「表舞台」と中庭「中舞台」
縁側回廊が中庭を囲う
半屋外活動の舞台

最上階の市民展望テラス

ものづくり都市の技術を感じる
精緻なツイストルーバー

市民菜園が設置できる
朝日のテラス

わかりやすい□
エントランス大庇

市民の外部活動の舞台となる
ひな壇状の屋上庭園わかりやすい吹き抜けの待合スペースと

1・2Ｆにまとめた窓口部門

閉庁時にもセキュリティ区画が
容易な市民エリア

西側駐車場へのアクセス

フレキシビリティある無柱執務空間

ひたち みんなでつくるみんなの舞台 質実剛健で、日立の風景に馴染む永く愛される庁舎

あらゆる災害に「強い」、安全・安心の庁舎

炊き出しスペースとなる
レストラン

自然換気による通風確保 EVスタンドから
非常電源確保

消防署との連携仮設テントの設置スペース太陽光発電による電力確保支援部隊作業スペース

視線がつながり、利用者にわかりやすく使いやすい庁舎

様々な活動が見える、23 の舞台

設計提案競技登録番号：05

□□南北断面図 S=1/350

□□１，２階の窓口部門が見渡せ、方向性のあるわかりやすい待合スペース・多目的ロビー

□□敷地全体を活用した災害時の機能配置

□□一般国道６号とあんず通りの交差点から新庁舎を見る

□□各階にテラスを持つ中庭「中舞台」

□□ひな壇状の外周部

各階から
見える中舞台

活動が外から
見える表舞台

□□７階展望テラス

□□大会議室イベント

□□中舞台
□□１階レストラン

□□２階喫茶
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車両整備
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数
沢
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サービス
ヤード

オイル
タンク

車両棟
ヤード

至 平沢地区

2F入口へ

2F入口へ

B1Fへ

職員研修会館

来庁者用駐輪場
（20台）

職員用
駐輪場
（50台）

電気自動車充電設備
天然ガス車用充填設備
ガソリン車用燃料備蓄タンク

駐車場 444台
駐輪場 70台

ポンプ場跡

電話交換室跡 第５庁舎跡

ロータリー

タクシー
プール

バス
プール

歩道拡幅

現況車道

けや
き並
木

思いやり
駐車場
（6台）

公用車用駐車場
（47台）

構内幹線道路

暗
渠

交通広場

弁財天

エントランス広場

来庁車用駐車場
（241台）

太陽光発電パネル

中舞台
（中庭）

表舞台

大庇

展望
テラス

メイン
エントランス

表舞台

歩道の整備

太陽熱
集熱器

修景水みち

あんず並木

お迎
え庇

西側駐車場
（76台）

（52台）

擁壁緑化

（10台）

（11台）

太陽熱集熱器

自然換気の効果
を高めるPVウィング

太陽光発電パネル中庭による
自然換気

自然採光の
議場

災害用汚水貯留槽
防災用井戸

地中熱ヒートポンプ水蓄熱槽井水利用槽雨水利用槽

ひたちクラウド

自然採光
自然換気を導く中庭

自然採光
自然換気を導く中庭

エアスイングファン

壁放射冷暖房

床放射冷暖房
換気窓

中舞台
(中庭吹抜け)
中舞台

(中庭吹抜け)

床放射冷暖房

熱源へ利用

光を導く
グラデーション
ブラインド

0 2 4 6 8 10 12
風通しの良い庁舎＝自然換気とナイトパージ
ライトシェルフ、吹抜けを利用した自然採光
太陽光のダイレクトゲイン
冬期断熱性能・日射遮蔽性能の向上
再生可能エネルギーを取り入れた高効率熱源システム
放射冷暖房による空調システム

太陽光発電の導入

人感センサ－による照明・空調制御
夜間待機カット制御

高効率モーター、ファン、ポンプINV、換気ファン制御等

明るさ感に配慮したLED利用省エネ型照明システム

合計で50%の削減合計で50%の削減

省エネ率（％）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

給排水 エレベータ 給湯 換気ファン
OAコンセント 照明 空気搬送 水搬送 熱源提案一般的な庁舎

CO2排出量 [kg-CO2/㎡]

約50％削減約50％削減

自然エネルギーの活用自然エネルギーの活用

通常インフラ

バックアップ

給水設備

防災システム通信照明空調飲料水

自然光自然
換気地中熱雨水

排水槽

下水

井水

便所

発電機

自立インフラ

供給サービス排水設備

電気ガス水道

オイル

太陽光
発電

災害時遮断災害時遮断本予備２回線本予備２回線複数化複数化

電気設備空調設備
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10:00

12:00
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16:00

2.5h

3h

3h

4h

5h

5h

商業地域

第二種住居地域

第一種住居地域

第一種住居地域

第二種中高層住居専用地域

工業地域
日影規制無し

3h/5h

3h/5h

2.5h/4h

第一種
中高層住居
専用地域
2.5h/4h

3h/5h

日影規制無し

北側住宅地に日影を
おとさない建物配置

市庁舎

等時間

等時刻
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200ｍ

400ｍ
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800ｍ

1000ｍ

文化
会館

ギャラリー

あんず通り

平 和 通 り

銀 座 通 り

行政・交流ゾーン
賑わいの歴史を感じる街歩き

暮らしとお買いもの街歩き
文化・交流ゾーン

文化・芸術・景観の街歩き

シビック
センター

日立駅

消防

市庁舎

国道６号

平沢
地区

N

先端を支え
る軽やかな
ピン構造

地上：S造

地下：SRC造地下：SRC造
基礎：RC造基礎：RC造

PIT：免震層PIT：免震層

先端に軽やか
に腕を伸ばす
片持ち大梁

中舞台東西面を
固めるブレース

免震装置の平面配置の合理化免震装置の平面配置の合理化杭基礎杭基礎 地盤改良地盤改良

芯を固める
堅牢な剛構造

免震エリアを
限定し掘削
土量に配慮

主柱φ800
（剛接合）

大梁 h950
+ブレース
大梁 h950中舞台

（中庭）

表舞台（屋上庭園）
17,400 19,200 17,400

大梁 先細
h950→350
中梁 h700
小梁 h350

間柱φ300
（ピン接合）

基本計画
数値

提案

清掃コスト30％低減

20.1％減

保守点検費 清掃コスト 保安コスト
経常的修繕費 改善コスト 一般管理コスト

0

0

1,000 2,000

2,000 4,000 6,000

3,000 4,000

市現状
数値

提案

光熱水費の低減(円/㎡･年)

35.6％減35.6％減

22.7％減22.7％減

運用管理費の低減(円/㎡･年)

基本計画数値に比べ19.6億円減 基本計画数値に比べ22.8億円減

ランニングコスト  基本計画数値合計235億　　　　187.7億

市現状数値に比べ4.9億円減
電気 ガス 上下水道

47.2億円の減47.2億円の減

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 年
0

20

40

60

80

100

120
億円竣工から65年間の修繕コスト試算

基本計画数値 今回提案(年別) 基本計画数値(累計) 今回提案(累計)

21.3％減21.3％減

VIEW

360° VIEW

夏至：76.9°

春秋分：53°

冬至：30°

クラウドが
もたらす
水の恵み

風をとりこむ
ツイストルーバー

B1FL▽

1FL▽

2FL▽

3FL▽

4FL▽

5FL▽

6FL▽

7FL▽

50m0

N
N

100m0

開き

ガラス仕切

夏期・冷房時

中庭吹抜けの温熱環境
熱溜り床放射冷房 高断熱床放射暖房

床暖房

暖気熱回収

冬期・暖房時

ウィングなし

中庭

中庭

ウィングあり

16 20 21 24 26

16
圧力(静圧)Pa

圧力(静圧)Pa

20 21 24 26

CFD 解析による静圧分布
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まちの軸線を引き込む配置計画
•	駅と市庁舎というまちの２極を明確化し、まち全体の回遊性を向上
•	東西の都市軸（あんず通り・平和通り・銀座通り）を受ける配置
•	あんず通りの軸線を敷地内に引き込み、お迎え庇に沿って庁舎へ誘う
•	ポンプ場、電話交換室をよけ、効率よく最大のフットプリントを確保
•	北側住宅への日影に配慮した建物配置と高さ設定
•	スマートモビリティに対応した、人と車が共存する配置・外構計画

災害時に機能維持する信頼性の高い防災庁舎
•	災害時は新庁舎を中心とし敷地全体を機能転換し有効に活用
•	市長室は３階屋上から敷地全体と市中心部を見渡せる東面に設置
•	水害に備え、電気室と約５日間対応の非常用発電設備を最上階に設置
•	電力／通信／エネルギー源のデュアル化と自然／備蓄エネルギーの活用
•	太陽光発電設備、太陽熱集熱器、屋上菜園を災害時に活用
•	自然採光／自然通風が災害時の業務継続性を飛躍的に向上

ライフサイクルコスト最小化にむけた方策
＜長期的に光熱費の最小化を実現するアイデア＞
•	エネルギーのベストミックスと優先順位の可変化で光熱費を最適化
•	高効率熱源と安価な深夜電力による水蓄熱を積極採用
•	デマンド制御／待機電力カットを可能にする電力系統分け
•	雨水や空調ドレン水など再利用水をトイレ洗浄や外構散水へ積極活用

＜清掃の方法と頻度への配慮により運用管理費を縮減＞
•	日射遮蔽庇を兼ねた全周囲メンテナンスバルコニーによる容易な窓清掃
•	誰もが使いやすく清掃しやすい基準部の既製品引き違い窓
•	高窓やFIX窓には光触媒を塗布することで清掃頻度を低減
•	耐久性ある床材選定と、カーペットなど消耗品のストックスペースの確保

＜豊富な庁舎実績と地元での経験を生かし、施設維持費を低減＞
•	塩害地域を考慮した耐候性の高い外壁材／塗装材、設備機器を選定
•	予備スリーブ／拡張スペース／将来用配管分岐等、更新への配慮
•	天井チャンバー方式機械排煙による将来の自由な間仕切変更への対応
•	庁舎竣工後は、中長期実行計画策定支援により予算執行をサポート

風流物の「開き」に想を得た軽やかな構造計画
•	中央を固め先端に軽やかに腕を伸ばした独自の「風流物開き架構」
•	免震装置の平面配置の合理化による経済設計
•	ロングスパンをＳ造で実現しつつ、基礎梁のＲＣ化により鋼材量を低減
•	基礎免震構造により全ての庁舎機能を地震から守る安心設計
•	設備を含めた非構造部材について確実な耐震安全性を確保
•	砂質地層を支持層とした地盤改良と杭基礎の併用による経済設計

日立ならではの ZEB実現に向けた環境建築
＜日立の温暖な気候と豊かな水資源を最大限に活かす環境建築＞
•	調光、調風、調湿、調温、創エネをつかさどる「ひたちクラウド」の提案
•	中舞台（中庭吹抜け）による中間期の非空調化と自然採光の導入
•	地下水（再生可能エネルギー）を最大限利用する熱源システム
•	太陽熱をデシカント空調機に利用し、夏期の除湿負荷を大幅に低減

＜将来の ZEB 化を見据え、拡張性・柔軟性を備えたシステム＞
•	床、壁の放射冷暖房に地中熱を利用し、通年でのZEB化を指向
•	将来の発電機追加や太陽光発電・蓄電池の高効率化を見据えた計画
•	再生可能エネルギーの更なる導入を想定し、将来的なZEB化を実現

車両棟を構内車路スロープ下に□
合理的に配置

日立の里山らしい□
「ソデ群落・マント群落」の植栽

川水と豊富な地下水を
生かした修景水みち

ポンプ場、電話交換室を
よける建物配置

全周囲の駐車場から□
最短で建物内へアクセス

歩行者を迎え入れる□
アプローチ庇

□□クラウドを想起させる光天井による格式ある議場

□□ものづくりの都市を想起させるツイストルーバー □□ 日立駅前のモニュメント

□□吹抜けに面し見通しのよい２階窓口フロア

□□エントランスとレストラン

□□賑わいの見える庁舎

□□ひな段状の表舞台

□□展望テラスとツイストルーバー

□□日立ならではの環境断面

□□日影図 S=1/3500 □□配置図 S=1/1000

□□矩計図S=1/100

□□まちの骨格を受け、中心市街地の発展に寄与

□□中舞台（中庭吹抜け）が建物全体の環境を大幅に向上

□□ZEB を見据えた環境負荷低減策

□□ランニングコスト比較シミュレーション □□「風流物開き架構」概念図

□□災害時の各エネルギーのバックアップシステム
出展：ユネスコ無形文化遺産日立風流物

□□日立の里山らしい「ソデ･マント群落」の植栽

□□修景水みちと敷地内の散水･排水

800

敷地内雨水を集める
水勾配

アスファルト舗装

砂利、水草のビオトープ
粘土質の防水

コンクリート舗装
( 建物内のコンクリート土間と
一体的な仕上 )

川水･井水の散水

30
0

駐車場エリア 水みち スマートモビリティエリア

海 ( 太平洋 )

クヌギ

アズマネザサアズマネザサ

クズ

カナムグラ
ススキ

ヨモギ
イタドリ

アキヒメシバ
オオバコ

コナラ

まち ソデ群落マント群落 林 山 (多賀山地 )
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執      務執      務行政の舞台行政の舞台メンテ
バルコニ
メンテ
バルコニ 窓  口窓  口

市民打合せ
コーナー
市民打合せ
コーナー行政打合せ

コーナー
行政打合せ
コーナー

コピー
コーナー
コピー
コーナー

縁 側 廻 廊縁 側 廻 廊 中 舞 台中 舞 台
10.5m10.5m3.3m3.3m1.2m1.2m 2.6m2.6m 4.2m4.2m

床暖房床暖房

自然通風自然通風

自然通風自然通風

腰壁放射暖房腰壁放射暖房 フレキシブルな配置フレキシブルな配置

50m0

N

第1セキュリティライン

閉庁時開放エリア

第2セキュリティライン

建築面積 5,589.61㎡

延べ面 積 26,671.79㎡

構 造
 S造（一部 SRC 造 ･
基礎  RC 造）、
免震構造、杭基礎

階 数 地下1階、地上 7階、PH1階

階 高 基準階 4.0m､2 階 4.2m、1階 4.5m

最 高
の 高 さ

33.8m（PHFに階段・
EV 着床）

駐車台 数 504台（地上443 台、地下 61台）

階 面積（㎡）

PH1 62.58 

7 1,706.36 

6 2,542.40 

5 2,685.92 

4 3,250.88 

3 3,663.68 

2 3,939.50 

1 5,459.36 

B1 3,361.11 

合計 26,671.79 

部門 面積（㎡）

① 執務室 6,790.00 
② 会議室 1,645.10 
③ 書庫・倉庫 1,670.60 
④ 諸室 2,202.70 
⑤ 議会機能 1,681.70 
⑥ 市民サービス機能 1,485.30 
⑦ トイレ ･給湯室 ･更衣室 1,728.40 
⑧ 玄関等 5,589.96 
⑨ 地下駐車場等 3,878.03 
⑩ 付属施設（車両棟等） 376.20 
駐車場 14,130.00

①～⑨合計 26,671.79 

屋根 アスファルト防水断熱工法、万年塀敷込（テラス部）、人工軽量土壌（屋上緑化部）、ST
グレーチング 溶融亜鉛メッキ（バルコニー部）

外壁 コンクリート打放し フッ素樹脂塗装、押出成型セメント板 一部 PCa フッ素樹脂塗装
軒天 アルミカットパネル フッ素樹脂塗装

建具
（外周部）アルミ既製品サッシ フッ素樹脂塗装+Low-e ペアガラス、ACW フッ素樹脂塗装
　　　　  +Low-e ペアガラス（一部光触媒塗布）
（中庭部）木アルミ複合サッシ フッ素樹脂塗装 +Low-e ペアガラス

階 室名 床 壁 天井 備考
待合スペース
多目的ロビー

表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間、床暖房

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

誘導サイン
展示パネル

大会議室 表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

移動間仕切壁
AV 設備

レストラン 表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間 

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット

厨房設備
プロパンガス対応

コンビニエンス
ストア

表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間 石膏ボード EP 岩綿吸音板

2
情報センター 表面強化仕上剤塗布

コンクリート土間、床暖房
石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット 石膏ボード EP/ 珪藻土

喫茶スペース 表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間 

石膏ボード EP/ 珪藻土
不燃木ルーバー GWマット 石膏ボード EP/ 珪藻土

厨房設備
プロパンガス対応

3

市長室･副市長室
応接室

タイルカーペット
OAフロア H100

石膏ボード EP/ 珪藻土
一部木練付壁 石膏ボード EP/ 珪藻土

災害対策本部室
庁議室

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

サーバー室 静電防止床タイル
OAフロア H500 石膏ボード EP 岩綿吸音板 箱階段

サーバー用空調

6

議場 タイルカーペット
OAフロア H100

不燃木ルーバー GWマット
一部木練付壁

膜天井
（トップライト光天井）

議場造作家具
木製飾り壁､ AV 設備

全員協議会
委員会室

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

議会事務局
議員控室

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

正副議長室
応接室

タイルカーペット
OAフロア H100

石膏ボード EP/ 珪藻土
一部木練付壁 石膏ボード EP/ 珪藻土

議場ロビー タイルカーペット
鋼製床下地 H400 石膏ボード EP/ 珪藻土 石膏ボード EP/ 珪藻土

7

市民ロビー タイルカーペット
鋼製床下地 H400 石膏ボード EP/ 珪藻土 石膏ボード EP/ 珪藻土

記者クラブ タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

天気相談所 表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間 石膏ボード EP/ 珪藻土 石膏ボード EP/ 珪藻土

B1 駐車場 コンクリート舗装 コンクリート打放し 直天井 デリベントファン

通
共

執務室
（一般部）

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板 カウンター

（家具工事）
執務室
（外周部）

タイルカーペット
OAフロア H100

石膏ボード EP
スチールパネル腰壁 石膏ボード EP/ 珪藻土 腰壁輻射冷暖房グラデーションブラインド

会議室 タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板 移動間仕切壁

AV 設備

縁側回廊 表面強化仕上剤塗布
コンクリート土間、床暖房 石膏ボード EP/ 珪藻土 石膏ボード EP/ 珪藻土

万年塀敷込
ST FB 手摺リン酸処理

階段室 PVCシート 石膏ボード EP 岩綿吸音板 ノンスリップ
廊下
（一般部）

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

廊下（バックヤード）PVCシート 石膏ボード EP 岩綿吸音板
書庫・倉庫 PVCシート 石膏ボード 岩綿吸音板

更衣室 タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板

リフレッシュ
コーナー

タイルカーペット
OAフロア H100 石膏ボード EP 岩綿吸音板 自動販売機

給湯室 PVCシート 耐水石膏ボード EP 岩綿吸音板 システムキッチン
WC PVCシート 耐水石膏ボード EP 岩綿吸音板 ＷＣ設備

機械室 防塵塗装
コンクリート金ごて

グラスウールマット
コンクリート打放し

グラスウールマット
直天井 機械基礎

工事費
（億円）

建築 51.2
電気 7.0
機械 13.5
通信 4.6
共通 15.0
合計
（税抜） 91.3

消費税 4.6
合計
（税込） 95.9

※建築に外構を含む

１階

２階

３階

４階

５階B1階

６階

７階

主要内部仕上表

主要外部仕上表

計画概要

機能的で執務し易い『行政の舞台』
•	使いやすくフレキシビリティある奥行き１７.4ｍの無柱執務室
•	将来の変化にも柔軟に対応する、ひとつながりの大空間
•	光や風を感じる、窓側の快適な交流空間「行政の縁側」
•	窓口から業務内容が見えない、家具レイアウトによる配慮

各階床面積 主要部門の床面積

閉庁時でも直接出入りできる外周部の市民利用機能
段階的なセキュリティライン形成が可能

西側に設備スペースを配置	
西日を受けない執務室

南北に配置したフレキシブルで
使いやすい執務室

バリアフリーに配慮した	
スロープ

西側の山並みが一望できる	
リフレッシュできる給湯エリア

将来の負荷増にも	
対応可能な設備バルコニー

温水パイプによる床暖房を	
そなえた縁側回廊

概算事業費及びその算定に関する基本的な考え方
概算工事費 私たちは、概算事業費104.4億円を目指して事業全体の計

画と調整を行います。中でも、建物本体及び外構工事に関
しては、次の事項を特に重視した計画を行います。
•	レンタブル比向上による延床面積の合理的低減　　
（延床面積28,300㎡→26,671㎡＝1,629㎡の低減）
•	掘削土の場内再利用、既存施設をよける配置計画
•	地下面積の圧縮、最適な基礎及び構造方式の選定
•	既製品や標準品の採用、メリハリのある仕上材の選定
•	汎用性の高い設備機器の選定、設備容量を実負荷に合
わせて最小化（将来増設スペースの確保）

□□変化に柔軟に対応する執務空間の配置 □□機能的で働きやすい執務室 □□南側立面図　S=1/1000□□各階平面図 S=1/600

□□東側立面図　S=1/1000


